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ロシア港湾の取扱貨物量の2025年上半期の実績を入手したので、本号では、早速このデータを

図表にまとめてお届けする。 

2025年上半期のロシア港湾の取扱貨物量は４億2,520万ｔで、前年同期と比べ5.4％減少した。

このうち、ドライカーゴは２億436万ｔで7.4％、液体カーゴは２億2,085万ｔで3.5％それぞれ減少した。 

取扱貨物量は、ウクライナへの軍事侵攻で西側諸国からの制裁を受ける中でも、中国やインド、ト

ルコなど「グローバル・サウス」と呼ばれる新興国や途上国への輸出拡大により増加傾向を維持して

きた。しかし、2024年には、軍事侵攻開始後初めて前年を下回り、2025年はその減少幅がさらに

拡大している。四半期別にみると、第１四半期は、前年同期と比べた落ち込み率が5.6％、第２四半

期が5.2％となり、２期連続のマイナスとなった。 

ロシア経済は軍需生産が牽引する形で、高い成長率を続けてきたが、2024年後半以降、物価上

昇の継続や高金利による消費マインドの低下などが影響し、好調だった景気に急ブレーキがかかっ

ている。2025年上半期の経済成長率は1.2％のプラスにとどまり、前年の4.3％から大きく減速した。 

ドライカーゴでは、穀物が1,644万ｔで前年同期比56.4％の大幅な減少となった。木材は86万ｔで

4.4％減、コンテナは2,730万ｔで1.3％減、RORO貨物は151万ｔで23.8％減、冷凍・冷蔵貨物は

130万ｔで3.4％減だった。 

2025年上半期のロシア港湾の貨物量 
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